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大阪市立福小学校だ よ り福

  先日のスポーツフェスティバルでは、ご来賓の皆様をはじめ、多くの地域・保護者

の皆様に温かいご声援をいただきましてありがとうございました。子ども達はこれま

での練習の成果を十分に発揮した素晴らしいスポーツフェスティバルになりました。

また、子ども達とのフォークダンスに多くの皆様にご参加いただき、「福町の一体感」

を感じることができました。ご協力ありがとうございました。

　さて、大阪市では「安心・安全な教育の推進」を最重要目標の一つとしています。

そのために、大阪のすべての小・中学校において、５月の連休明けに「いじめについ

て考える日」を設定しています。学校のホームページでもお知らせいたしましたが、

本校でも５月１２日（月）の全校朝会で「いじめは、どんな理由があっても許されな

いことだ」ということを子ども達に伝えました。

 また、各学級においても道徳や学級活動の時間にいじめについて考え、「仲間づくり」

の取り組みを進めています。そして、毎月「いじめアンケート」を実施し、子ども達

の様子をきめ細かく把握していきます。

 しかし、心の育ちは目に見えるものではありません。家庭と連携した日々の取り組み

の積み重ねによって、少しずつ少しずつ培われていくものです。

　子ども達の現状の課題は「友達とのコミュニケーションの取り方が苦手で、相手の

気持ちを考えず、自分の感情に任せた言動になる」「自分と異なる考え方や感じ方を認

められない」「問題が生じたとき、自分を省みず、原因を他に向けてしまう」「自分に

自信がもてない」「集団の中で間違うことを極端に恐れ、本音を語れない」といったこ

とがあげられます。こういった子ども達の行動を変えていくには、自分の感情をコン

トロールする力を養い、相手の気持ちも大切にすることを学ばなければなりません。

つまり、「自分を知る」とともに「人には違いがある」ことを学ぶ必要があるのです。

また、自尊感情、自己肯定感、自己有用感を高めていく取り組みも必要です。「安心し

て本音を話せる雰囲気をつくり、認めてあげること」「子どものどんな意見もまずは聞

き入れる、受け止めること」から指導をすすめるようにしています。

 まだまだ不十分なところも多々あるかとは思いますが、福小学校の子ども一人一人を

大切にし、子どもの気持ちに寄り添った教育を目指してまいります。

 子どもは、持ち味やよさをもって生まれてきます。このよさを見つけ、認め合い、自

分のことも相手のことも大切にすること、それが「豊かな心」を育むことです。この

福小学校で子ども達が、学び合い・励まし合い・喜び合えるように育ってほしいと願

っています。

 今後とも、ご家庭でのご理解、ご支援をよろしくお願いいたします。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（校長　立野岡　克）
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「豊かな心」を育む



お願い
　児童がケガをした時などに応急処置として

使っている保冷剤が少なくなってきました。​
　ご家庭で不要になりました保冷剤がありました
ら、学校へ持たせていただくと助かります。ご協
力をよろしくお願いします。​

全校遠足（大阪・関西万博）
　６月４日に大阪・関西万博へ全校で遠足
に行きます。先日、配布した手紙の通り、
下校時刻が15時30分ごろになりますの
で、よろしくお願いします。

プール水泳が始まります
　６月２５日から水泳が始まります。水泳
がある日は、水泳カードにサインをお願い
します。また、水泳は非常に体力を消費し
ますので、毎日の早寝早起き朝ごはんの励
行をお願いします。


